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❷令和元年度吉野川市社会福祉協議会の組織
❸基本方針・重点目標・予算・社協の財源
❹令和元年度事業計画
❺社協のアレコレ 活動報告
　　表紙の行事 シルバー大学校吉野川校
　　障がい者外出レクリエーション
　　生きがいと健康づくり教室[鴨島地区] 
　　福祉教育
❻平成30年度事業報告・決算報告
❼吉野川市地域福祉活動計画
　第2次計画スタート！!

シルバー大学校吉野川校　受講生の皆さん

シルバー大学校の
スマイルアップ教室



就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　　こ
の
た
び
、令
和
元
年
6
月
27
日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
理
事
会
に
お
い
て
、吉
野
川
市
社
会
福
祉
協

議
会
の
会
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。就
任
に
際
し
ま

し
て
は
、そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
痛
感
し
、身
の
引

き
締
ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　近
年
、高
齢
化
と
人
口
減
少
が
急
速
に
進
み
、社

会
構
造
や
人
々
の
暮
ら
し
が
変
化
し
、地
域
社
会

の
持
続
可
能
性
の
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。時
代
は
平
成
か
ら
令
和
へ
と
移
り
ま
し
た

が
、住
民
主
体
に
よ
る
地
域
福
祉
を
推
進
す
る
と
い

う
社
会
福
祉
協
議
会
の
使
命
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。

　本
会
で
は
、皆
さ
ま
と
と
も
に
、今
年
度
か
ら
第

2
次
地
域
福
祉
活
動
計
画
の
実
行
に
着
手
し
て
お

り
ま
す
。私
た
ち
の
住
む
ま
ち
が
持
続
可
能
で
あ
る

た
め
に
、地
域
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
、役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。皆
さ
ま

の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
あ
げ

ま
し
て
、就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

令和元年度　吉野川市社会福祉協議会の組織
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社協の理事・監事の任期満了に伴い新役員体制になりました。

 

・評議員選任・解任委員会
・表彰審査委員会
・情報公開審査会
・公金管理委員会
・心配ごと相談所運営委員会
・広報編集委員会
・善意銀行小口貸付金等調査委員会
・生活福祉資金貸付調査運営委員会
・福祉バス運営委員会
・地域福祉活動計画策定委員会

・牛島　　　　　・学島
・森山　　　　　・山崎
・飯尾敷地　　　・瀬詰
・西麻植　　　　・川田東
・鴨島　　　　　・川田中
・知恵島　　　　・川田西
・川島　　　　　・美郷

 

  監　事（３名）
阿部　勝一
吉川　和良
増富　雄二

地区社会福祉協議会

原田喜美子　　藤井　吉信
川村　正光　　藤井　嘉滿
後藤田一夫　　浅尾　　匡
安田　　進　　大栗　健司
工藤　政子　　工藤　英夫
桒原奈麻美　　桃井　春男
大久保長成　　河野　隆義
鈴木　直紀　　北川　　博
重本　剛宏　　藤村　和行

評議員（18名）

委員会

組　織

吉
野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会

会
長

　犬伏

　正春

理　事（10名）
会　　長　犬伏　正春　 　 
副 会 長　川村　豊臣 　　
副 会 長　玉井　　豊　　　
常務理事　大塚　　勉　　
理　　事　東谷　克子
　　　　　喜島　寧子
　　　　　佐藤　　勇
　　　　　矢田　幸美
　　　　　竹前　晴夫
　　　　　宮本　陽一　　　　

事務局 ●福祉総務課 ●福祉サービス課  第三者委員　福祉サービスに対する苦情解決等を図る。



ともに支えあい安心して暮らせる福祉のまちづくりを目指して
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予

　算

　本会の趣旨や事業活動に賛同していただき,お願い
している社協会費は,安定した組織・事業運営を行うた
めの基本となる収入となっています。
普通会費 １口　　500円　 賛助会費 １口　3,000円
団体会費 １口　3,000円

　皆さまの善意で集められる共同募金の配分金を徳島
県共同募金会から受けています。
●赤い羽根共同募金
　募集期間：10月１日～12月31日
●歳末たすけあい募金
　募集期間：12月1日～12月31日

　公共性と公益性の高い団体であるという性格から,
吉野川市からの運営補助金や県社協等関係団体からの
委託金を受けています。

　支援してくださる方々からのご厚意による寄附金や
善意銀行預託金は,貴重な財源として活用させていた
だいています。

社協会費 赤い羽根共同募金・歳末たすけあい募金の配分金

補助金・委託金 寄附金・善意銀行預託金

予算　収入

科目別内訳　収入 科目別内訳　支出

予算　支出

収　入
226,372,000円

市補助金
99,800,000円
（44.1％）

共同募金配分金
7,928,000 円（3.5％）

県社協助成金
43,000 円（0.0％）

介護保険
31,999,000円
（14.1％）

受託金
13,679,000円（6.0％）

会費
5,380,000円（2.4％）

善意銀行基金取崩
32,907,000円
（14.5％）

サービス区分間繰入金収入
20,294,000円（9.0％）

拠点区分間繰入金収入
12,613,000円（5.6％）

その他
710,000円（0.3％）

事業
1,019,000円（0.5％）

皆さまからお寄せいただく会費や寄附金は,社会福祉協議会の行う地域福祉事業の大き
な支えとなります。「ともに支えあい,安心して暮らせる福祉のまちづくり」実現に向け,
ご協力をよろしくお願いいたします。

社協の
財源

  
基
本
方
針

　近年
、
少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
行
や
人
口
の
減
少

に
伴
い
、
地
域
に
お
け
る
つ
な
が
り
や
生
活
環
境
は
大

き
く
変
容
し
て
い
ま
す
。
福
祉
や
生
活
に
対
す
る
様
々

な
課
題
が
深
刻
化
す
る
中
、
家
族
の
絆
・
地
域
住
民
の

支
え
合
い
・
交
流
の
大
切
さ
が
改
め
て
重
要
視
さ
れ
、

社
会
福
祉
協
議
会
の
役
割
や
機
能
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　吉野
川
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
地
域
住
民
・
関

係
機
関
・
団
体
等
と
の
協
働
に
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

福
祉
活
動
の
推
進
を
図
り
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
機
能

や
役
割
を
効
果
的
か
つ
効
率
的
に
発
揮
で
き
る
よ
う
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

  

重
点
目
標

◎
信
頼
あ
る
組
織
づ
く
り

　組織
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
強
化
や
運
営
の
透
明
性
の
向

上
、
財
務
規
律
の
強
化
な
ど
地
域
住
民
に
信
頼
さ
れ
る

組
織
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
地
域
福
祉
活
動
の
充
実
と
活
性
化

　各種
団
体
、
関
係
機
関
と
連
携
し
、
地
域
福
祉
活
動

の
さ
ら
な
る
充
実
と
活
性
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

◎
財
政
基
盤
の
確
立

　社協
体
制
基
盤
と
事
業
の
充
実
を
図
る
た
め
、
会
員

の
加
入
促
進
や
共
同
募
金
運
動
へ
の
協
力
に
努
め
、
効

果
的
な
組
織
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

予算　収入

科目別内訳　収入 科目別内訳　支出

予算　支出

支　出
226,372,000円

人件費
156,997,000 円
（69.3％）

事業費
11,318,000 円
（5.0％）

事務費
11,176,000 円
（4.9％）

共同募金配分金事業
9,077,000 円（4.0％）

固定資産取得
4,680,000 円（2.1％）

サービス区分間繰入金支出
20,294,000 円（9.0％）

拠点区分間繰入金支出
12,613,000円（5.6％）

負担金
17,000 円（0.0％）
助成金
200,000 円（0.1％）

寄　附　金     1,000円
利　用　料  199,000円
雑　収　入　　3,000円
預 金 利 息　　7,000円
預託金収入  200,000円
償還金収入  300,000円
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★ボランティアセンター事業
　〇ボランティア活動に関する相談･登録･斡旋
　〇第13回サマーチャレンジボランティアワークの実施
  　 対象：吉野川市内の中学生・高校生
　〇福祉教育プログラムの実施→5ページﾞで紹介

★心配ごと相談事業
　〇一般相談，法律相談

★広報活動の推進
　〇広報紙｢よっしゃ！福祉吉野川｣の発行
　〇チラシの発行
　〇ホームページによる情報の提供

★地域福祉活動計画推進事業
　〇実行委員会を中心とした地域の福祉活動推進
 　  →７ページで紹介

★福祉育成・援助活動事業
　〇小地域福祉ネットワークづくり推進事業
　〇地区社協活動の推進
　〇団体の支援(事務局)
　　・各地区民生委員児童委員協議会
　　・吉野川市老人クラブ連合会
　　・吉野川市身体障害者連合会
　　・吉野川市手をつなぐ育成会
　　・吉野川市ボランティア連絡協議会

★歳末たすけあい配分金事業
　〇要援護者等への配分
　〇歳末時期の事業実施団体への配分

★福祉バス運営事業
　〇福祉活動援助を目的に，福祉バスを運行します。

★日常生活自立支援事業
　　生活や金銭管理，成年後見制度など幅広く権利擁　
　護に関する相談を受け，高齢の方や障がいのある方
　の財産や権利を守り，安心して日常生活が送れるよ
　う支援します。

★生活福祉資金貸付事業
　　低所得世帯・障がい者世帯・高齢者世帯等に対し，　
　低利または無利子で多様なニーズに対応した資金の　
　貸付と民生委員の必要な援助指導を行うことにより，
　生活の自立と安定，経済的自立及び生活意欲の助長　
　促進を図ります。

★シルバー大学校吉野川校の運営事業
　→５ページで紹介

★障がい者移動支援事業
　　障がい者等の社会参加と福祉の増進を図ることを　
　目的に,在宅の重度障がい者が通院や公的機関等へ　
　外出する移動手段のひとつとして,リフト付き自動
　車を運行し支援を行います。

★障がい者社会参加促進事業
　〇障がい者レクリエーション教室の開催
　〇『声の広報』発行

★高齢者の生きがいと健康づくり事業
　　健康づくりや食生活に視点をおき，専門講師等に
　よる講習会や健康体操を行います。
　(鴨島･美郷地区)

★善意銀行事業
　　善意による市民からの金銭や物品を受け入れ，こ　
　れを広く市民へ還元する『善意銀行』を運営します。

★介護事業
　〇介護保険事業
　　居宅介護支援事業，訪問介護事業，要介護認定訪
　　問調査　  　
　〇家族介護教室

★美郷在宅介護支援センター事業
　　高齢者の在宅介護に関する相談に応じ，関係機関
　やサービスの提供者との連絡調整を行う公的な相談
　・支援機関として事業を実施します。

★老人福祉センター等指定管理事業
　〇鴨島老人福祉センター別館
　〇山川老人福祉センター
　〇美郷ふれあい交流の家

★共同募金運動の推進事業
　　助け合いの精神と福祉への参加を呼びかけ，共同　　　
　募金運動に積極的に協力します。
　（吉野川市共同募金委員会事務局）

★第15回 
吉野川市社会福祉大会・福祉まつりの開催
開 催 日：令和元年11月30日（土）
開催場所：吉野川市役所　大会議室　イベント広場

令和元年度　事業計画
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　毎年，障がい者の社会参加を目的として外出レクリ
エーション事業を行っています。
　今回は７月13日（土）に大阪府にあるカップヌードル
ミュージアムへ63名の参加者が行ってきました。
　カップヌードルミュージアムでは，カップに自分の好
きなイラストを書きその後，具材，スープを選び密封さ
せた自分だけのオリジナルのカップヌードルづくりを
体験しました。
　これからも,皆さ
まに楽しんでもら
える事業を予定し
ていますので，参加
をお待ちしていま
す。

　徳島県シルバー大学校第39期生の学習が始まりまし
た。吉野川校では，園芸コース26名 ，ＩＣＴコース28
名，そして今年度から新たに新設された英会話（初級）
コース16名の総勢70名が学習しています。選択コース
だけではなく，生徒全員が同じ講義を受ける一般教養も
あります。
　6月27日には吉野川市文化研修センターにおいて徳
島ヴォルティス普及コーチと，体操・ゲーム・ボールを
使った運動などを楽しみました。　　
　生徒の皆さまの笑顔と元気がアップする『スマイル
アップ教室』となりました。
　元気なシルバー世代が増えれば，地域はもっと元気に
なります。これからの活動がますます輝かしいものとな
りますように。

　生きがい教室は，健康づくり推進委員やリーダーが，
各地区で中心となって実施しています。
　鴨島地区では，６月から７月にかけて，鴨島町内の８
地区で『第１回生きがい教室』を開催しました。
　吉野川リハビリセンターから講師をお招きし，茶話会
を交えた嚥

えん

下
げ

講習会と健康体操を行いました。講習会で
は介護用とろみ剤の試飲をしたり，ストローでゲームを
したり，みんなで笑って，口周りが鍛えられました。より
美味しくご飯が食べられそうです！

社協のアレコレ
活動報告

一　般　相　談

開　設　場　所 開設日 （祝日等のぞく） 時　間
吉野川市社会福祉協議会鴨島支所 毎週　金曜日 午前9時～11時30分
川島公民館 毎月　第1・第3火曜日 午後1時～3時30分
山川地域総合センター3階 毎週　金曜日 午後1時30分～4時
吉野川市社会福祉協議会美郷支所 奇数月　第3木曜日 午後1時～3時30分

専　門　相　談 （吉野川市社会福祉協議会鴨島支所）
内　容 開　設　日 時　間

法律相談（※要予約） 毎月　第3水曜日 午前8時40分～
※法律相談は予約制です。 相談時間は1人20分以内で，7人までとなっています。 
   相談には弁護士が対応しています。 
　相談日の一週間前までに吉野川市社会福祉協議会  鴨島支所（TEL 26-0131）へお申し込みください。

　　　　　　　　　　　

　日常生活での悩みごとや困りごとをご相談ください。適切な専門機関を紹介し
たり,問題解決の助言・援助をしたりします。

心配ごと相談所開設日 相談無料・秘密厳守
　

普通会費 2,804,000円

賛助会費 632,000円

団体会費 99,000円

特別会費 20,000円

合　　計 3,555,000円
（令和元年７月３１日現在）

生きがいと健康づくり教室
『嚥

えん

下
げ

講習会をしました！！』

障がい者社会参加促進事業
外出レクリエーション教室 

シルバー大学校吉野川校

福祉教育体験をしました！！

鴨島地区を
PICK UP!

表紙の行事

オリジナルのカップヌードルを
作ってきました！

令和元年度社協会費の報告

　ボランティアセンター事業の一環として,小・中学校
を対象とした福祉教育プログラム(出前講座)を行ってい
ます。
　６月11日(火),川島小学校の４年生がアイマスク体験
を行いました。生徒は２人１組になり,アイマスクをつけ
た視覚障がい者役と誘導者役を交互に体験しました。
　両方の役をすることで,見えなくて不安な視覚障がい
者の気持ちを考え,工夫しな
がら声かけや誘導をしようと
する様子が見られ,有意義な
時間を過ごしました。
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 【事業の参加方法等お問い合わせ先】
   徳島県社会福祉協議会 (9月以降も個別対応可)　電話 088-654-4461　

　県では,シニアの方を対象に「介護助手」として地域社会に貢献していただく
モデル事業を9月頃から3か月間実施します。
　仕事内容は,清掃やシーツ交換,話し相手などの介護の周辺業務を担うお仕事
です。
　短時間の勤務で,無資格,未経験でも参加できます。モデル期間終了後継続雇用
も可能です。

 　　　  シニアの皆さん！「介護助手」として活躍しませんか？

モデル施設(吉野川市)
特別養護老人ホーム  水明荘
住 所：吉野川市川島町川島106番地
電 話：0883-25-2333

徳島県社協
からの
お知らせ

★福祉バス運営事業 福祉バス運行日数：115日

★日常生活自立支援事業 利用者数：25名（H31.3.31現在）
専門員活動（訪問）回数：797回
専門員相談受付件数：2,462件
生活支援員活動（訪問）回数：269回
各種会合・研修会：40回

★生活福祉資金貸付事業 相談件数：24件
各種会合・研修会：3回

★シルバー大学校管理運営受託事業 シルバー大学校吉野川校：受講生 56名

★障がい者移動支援事業 利用延人数：645名

★障がい者社会参加促進事業 障がい者レクリエーション教室の開催：外出レクリエーション,
お菓子づくり教室,カローリング教室
声の広報の発行

★高齢者の生きがいと健康づくり推進事業 鴨島地区延参加者：900名
美郷地区延参加者：363名

★善意銀行事業 預託件数：７件　　小口貸付：３件　　災害見舞い：４件
機器貸出：車椅子 ,アイマスク , AED, 餅つき道具

★介護事業 認定調査：283件　計画：5,344件
訪問介護延利用者：383名　
各種会合・研修会：50回
家族介護教室：３回

★美郷在宅介護支援センター事業 相談件数：20件

★福祉センター管理事業 鴨島老人福祉センター別館　会議室・相談室延利用者数：2,175名
山川老人福祉センター　相談室･娯楽室･集会室延利用者数：３,617名
ふれあい交流の家　延利用者数：439名

その他，吉野川市共同募金委員会，生活支援体制整備事業にも取り組みました。

★法人運営事業 理事会の開催：４回　評議員会の開催：３回　監査：３回
各種会合・研修：61回
災害ボランティアセンターへの職員派遣（愛媛県大洲市）
職員採用試験の実施
社協会費の募集

★ボランティアセンター事業 サマーチャレンジボランティアワーク：参加者　23名
福祉教育講師派遣：19回
災害ボランティア講座
吉野川市ボランティア連絡協議会の活動支援
各種会合・研修会：７回

★心配ごと相談事業 心配ごと相談所開設日数：135日
心配ごと相談所相談件数：46回
心配ごと相談所運営委員会の開催
心配ごと相談所相談員研修会：３回

★広報活動推進事業 広報紙｢よっしゃ！福祉吉野川｣発行：２回
ホームページでの情報提供
チラシの発行
広報編集委員会の開催

★社会福祉大会開催事業 第14回社会福祉大会/福祉まつりの開催
★地域福祉活動計画推進事業 実行委員会の開催
★福祉育成・援助活動事業 小地域福祉ネットワークづくり推進事業活動：57,133回

地区社会福祉協議会活動の支援
団体支援
・各地区民生委員児童委員協議会
・吉野川市老人クラブ連合会
・吉野川市身体障害者連合会
・吉野川市手をつなぐ育成会
・吉野川市ボランティア連絡協議会

拠
点
区
分
内
訳

拠出区分 収　入 支　出 当期資金収支差額
法人事業 144,023,627 131,160,597 12,863,030

介護事業 72,215,432 72,198,113 17,319

在宅介護支援センター事業 1,380,000 1,380,000 0

老人福祉センター指定管理事業 1,203,000 1,203,000 0
ふれあい交流の家指定管理事業 234,080 234,080 0

　合　　計 219,056,139 206,175,790 12,880,349

単位：円

平成30年度  事業報告と決算報告

科
目
別
内
訳

予算　収入

科目別内訳　収入 科目別内訳　支出

予算　支出

支　出
206,175,790円

人件費
153,819,956円
（74.6％）

事業費
10,526,482円
（5.1％）

事務費
6,980,798円（3.4％）

共同募金配分金支出
8,698,193円（4.2％）

固定資産取得支出
2,549,352 円（1.2％）

助成金
200,000円（0.1％）

負担金
17,000円（0.0％） 積立資金支出

23,100円（0.0％）

徴収不能額
26,080円（0.0％）

サービス区分間繰入金支出
10,659,829 円（5.2％）

拠点区分間繰入金支出
12,675,000円
（6.2％）

予算　収入

科目別内訳　収入 科目別内訳　支出

予算　支出

収　入
219,056,139円

補助金
104,049,417円
（47.5％）介護保険

34,686,432円
（15.8％）

受託金
13,831,799円（6.3％）

会費
5,321,450円（2.4％）

事業
925,498円（0.4％）

社会福祉基金取崩
13,506,000円（6.2％）

善意銀行基金取崩
22,981,730円
（10.5％）

サービス区分間繰入金収入
10,659,829円（4.9％）

拠点区分間繰入金収入
12,675,000円 （5.8％）その他

418,984 円（0.2％）
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吉野川市地域福祉活動計画  第2次計画スタート！！

テ ーマ 目　　　標 活動内容 （H31年４月～R５年３月） これからの取り組み （H31年４月～）

鴨　島

自然・環境

エコ活動の取り組みを高めよう！
■マイエコバッグの使用促進 ●マイエコバッグ活用キャンペーンの実施
■エコバザーの開催 ●エコバザーの実施

ゴミのない町づくりをめざそう！

■ごみ拾い活動の推進 ●江川エコフレンドの活動への参加協力
■町内の川岸の清掃活動の推進 ●町内の清掃活動への参加協力への呼びかけ
■自然環境ポスターや標語を募集し，市
　民への啓発資料としての活用推進

●環境美化ポスター，標語を小・中学生より募集し展示し市
　民への関心と理解を高める

ふれあい
（交流）

地域活動に積極的に参加しよう！ ■地域の各種行事への参加呼びかけ ●ふれあい食事会，保育園，幼稚園，学校等の行事に参加し
　つながりを深める

世代間の交流を高めよう！ ■誰でも参加できる行事等の企画 ●子ども会活動や子育て世代と連携し交流活動等の企画及び
　参加協力を図る

あいさつ・声かけ運動を推進しよう！ ■地域内での「あいさつ」を推進し心の
　交流を図る

●隣近所から声かけ運動を始め，心のつながりを育む取り組
　みを実施

生　　　活
（地域でのたすけあい）

地域で子どもを見守り大切に育てよう！ ■地域の子どもを知るための活動として，
　あいさつ運動に取り組む ●大人から子どもたちへ積極的な声かけの実施

関心を示し，助け合いの心を持とう！ ■住民一人ひとりが福祉の理解を深める
　ための啓発活動に取り組む ●ご近所間の信頼と連帯感を築くための助け合い活動の創出

防災意識を高め，共助の備えを
作ろう！ ■防災訓練への参加促進に取り組む

●減災のための取り組みと災害時の心構えについて地域共有
　するための取り組みの実施

●共助の心を育むため，日頃からつながりを大切にした取り
　組みへの支援

健　　　康

運動不足を解消しよう！ ■全世代でラジオ体操やウォーキング
　大会の実施 ●いつでも，誰でも気軽に取り組むことのできる軽運動の啓発

食生活からの健康づくりをしよう！ ■食生活の改善を図り，病気に対する知
　識を深める取り組みの推進

●ヘルスメイトによる調理実習の開催
●健康講演会の開催
●健康診断の推進及び啓発の実施

川　島

健　　　康
食生活の改善を図る ■栄養士による健康料理講習会の実施 ●健康料理教室の開催及び健康食レシピの作成

運動不足の解消に取り組む
■ラジオ体操実施の啓発 ●啓発チラシの配布とラジオ体操の習慣化への取り組み
■ウォーキング大会の実施 ●ゆっくり歩こう会の啓発

安全・安心

子どもたちが安心してのびのび
と成長できる地域づくり

■登下校時の屋外での見守り・声かけ活動 ●啓発チラシを配布し住民の協力を依頼

■高齢者の見守り活動 ●民生委員，福祉協力員，友愛訪問員等の協力の下，定期的
　な見守りを実施

防災意識の高揚を図る ■防災に関する啓発と広報活動 ●防災講演会の開催，防災啓発チラシの配布及び市防災対策
　課と連携し防災意識の高揚を図る

環　　　境
花いっぱい運動 ■プランターに花を植え町内各所に設置 ●緑の募金等の花の種を活用して育て地域を花いっぱいにす　

　る活動に取り組む

ゴミ削減に取り組もう ■環境意識を醸成するためのチラシの配布 ●関係機関との連携を強化し ,幅広い啓発活動を行う

ふれあい・交流 子どもから高齢者まで世代を超
えての交流を図る

■ウォーキング・ふれあい広場の開催 ●世代間交流を図るためのイベントの開催
■オアシス運動の実施 ●川島町の小・中学校及びこども園への啓発看板の設置
■小グループのサロンを町内に拡充する ●公民分館を活用したミニサロン開催

山　川

人 “人と人がつながり・ふれあう”
まちづくり

■少子高齢化社会への対応のため地域で
　のつながりを見直す取り組み

●交流を図るためのサロンの開設と既存サロンの充実を図る

●町内小・中学校での「あいさつ運動」の継続

環　　　境 “ みんなで助けあうきれいな ”
まちづくり

■ゴミ削減への取り組みとゴミ出し弱者
　への支援

●住民助け合いによるゴミ出し支援や行政との連携、ゴミ集
　 積場の清掃活動等に取り組む

健　　　康 “ 健康で明るく過ごせる ”
まちづくり

■運動不足解消へ気軽に取り組める活動
　の推進 ●地域で取り組むラジオ体操の実施及びウォーキングの推奨

安心・安全 “ネットワークで支え合う”
まちづくり

■防災・防犯，交通安全への意識を高め
　るための取り組みの推進

●地域防災訓練への参加の呼びかけ及び子どもの登下校時の
　見守り声かけの実施

交流の場
“ お知りあい，みんなが寄り合う ”
まちづくり ■地域住民が集えるイベントの開催 ●地域でのお祭りや交流会など世代間交流が図れる催しの実

　施及び周知

交　　　通
“ 誰もが外出しやすい ”
まちづくり

■コミュニティバスの運行や外出支援に
　向けての話し合いの実施 ●行政やボランティア等の関係機関との協議を計画

美　郷 自　　　然 荒れ地を美観地区に！ ■非耕作地を活用した花いっぱい運動の
　推進

●非耕作地に，ひまわりや菜の花を植え美観を取り戻す活動
　の実施

　平成26年度に始動した地域福祉活動計画第１次計画は各地区の実行委員が中心になり５年間でさまざまな活動を行いました。
令和元年度はいよいよ第２次計画が始まっています。より多くの皆さまのご支援・ご参加・ご協力をよろしくお願いいたします！


